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今日、諏訪部敏之会員の社葬がありました。改めましてお悔

やみ申し上げます。室伏会員の友人代表としての弔辞、感

動いたしました。

先月28日の創立50周年記念式典、皆様ご苦労様でした。無

事にそして出席の皆様の笑顔を多く見られてホッとしました。

式典委員会の皆様ありがとうございました。

私のこの場所での挨拶も今日が最後になります。昨年の今

頃は訳も分からず走り出しましたが、開会点鐘、四つのテスト

の唱和、会長挨拶を続ける内に少しずつ自覚が芽生えてき

ました。9月のウクライナチャリティーコンサートからけつをた

たかれ、IM実行委員会の若い会員の頑張りでけつに火を付

けられ、その後は苗栗ロータリー公式訪問、創立50周年記念

行事、記念式典と背中を押されながら何とか走って来れまし

た。会員の皆様に感謝申し上げます。このクラブに入れてよ

かった。三島西ロータリークラブ最高です！

幹事報告 幹事　古屋英将君

欠席者　秋元君、木村君、窪田君、酒井君、横溝君
　　　　

出席報告
出席総数

前々回 39/50 78.00% 46/50 92.00％
46/51 90.20％ 54名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

①本日はクラブ協議会です。各委員長の皆さまは年間の報告

をお願いします。

②委員会やテーブル会等の清算や出金がある方は、今週中に

事務局へ連絡をお願いします。

③三島市長より寄付に対するお礼と使い道のお手紙をいただき

ました。三島市小中学校のICT学習環境の整備のために有効

に活用していただけるとのことです。

④6月22日はいよいよサヨナラ例会です。富嶽はなぶさにて18時

開会点鐘です。服装は例会スタイルにてお願い致します。

古屋君、柴崎君、横溝君、

秋元君

澤田君、栗原（達）君、渡邉君、

前田（房）君、森崎君、西本君、

平出君、柴崎君、清水君

加藤君、佐野君、三田君

橋本君、窪田君、酒井君、

横溝君、栗原（康）君

会員誕生日

入会記念日

奥様誕生日

結婚記念日

６月３日　富士ハーネス訪問



Ｓ Ａ Ａ 　杉﨑亮慈君
野田さん、柴崎さんという大先輩に相談でき、また副委員長
の小塚さん、南木さんにもいろいろと役回りをお手伝いいた
だき、SAAは、皆様のご協力のおかげで１年間基本方針、活
動計画どおり、滞りなく例会運営が行われました。ありがとうご
ざいました。
委員長の業務では、SAAの過去の委員長の古屋さんや、秋
山さんから受け継いだSAAのタスクのリストなどは、わかりや
すくデータ化され、また今年度においても反映し、受け継ぎ、
毎年知見が溜って、だれもが容易に運用できる状態になって
きていると思いますので合わせて報告します。
また、本年度、IMや５０周年においては、SAAの性質上、主
に式典を担当させていただき、委員会内では、特に小塚副委
員長と明確に役割を分担して、それぞれ責任を持ち対応で
きたことは私たちの成長につながったと思います。本年度、楽
しく充実した1年になったことは、やるべき事業がたくさんあっ
た中で、ちょっとした成功体験を味合わせてもらったことにあ
ると感じます。
いろいろと経験させていただき、ありがとうございました。

ク ラ ブ 協議会

会員増強維持委員会 委員長　内田満洋君

全6名体制にて、基本方針の先輩諸兄とともに、活動に努め
る。という事は達成できました。
委員会勉強及び情報交換を行い、委員の知識も士気も高ま
り、やる気は十分でした。
しかしながら、活動計画のプラス3名目標は、1名増加、1名交
代、2名ご逝去という残念な結果となりました。ひとえに委員長
内田の活動不足が原因であると思いました。
次年度委員長さんへ、見込み情報の引継ぎを行い本年度の
活動を終了します。

クラブ広報委員会 委員長　森藤　賢君

広報委員会は町野さん、澤田さん、矢岸さん、私の計４人で運営
いたしました。
〈活動計画〉として
１，週報掲載資料を間違いなく速やかに事務局へ提出する。
２，地域メディアと連携し、三島西ロータリーの活動を多くの人に
認知してもらう。
３，ソーシャルメディアを活用し、多方面へつながる活動をする。
以上を目標に活動してまいりましたが、ソーシャルメディアの活用
という部分は達成できませんでした。
コロナの影響も少なくなり、今期は多くの事業を行えたのでたくさ
んの写真を週報に掲載することができ、皆様に楽しく見ていただ
けたと思います。

親睦活動委員会 委員長　西川洋司君

親睦活動委員会の基本方針である
1．親睦活動委員会メンバー間の情報連携により、会員並びに会員
家族の融和を図れる企画を立案し、その実現に向けた委員会運営
を行う。
2．前年度より延期された50周年実行委員会への積極的協力を行
う。に則り
1．例会の受付と週報等配布物の取扱い
2．スマイルの推進と発表      3．夜間親睦例会の実施
4．忘年家族例会の実施         5．家族親睦例会の実施
6．さよなら例会の実施
につき企画・実施しましたが、家族親睦例会については、当初浜岡
原発の見学を行う由ご案内したところ、コロナ禍対応のため見学の
最大人員が３０名に制限されたため見送ることとなりました。代わり
に川名さんの施設でバーベキュー大会を企画し、大勢の家族の皆
様にご参加いただき盛大に実施することができました。浜岡原発の
見学については、中部電力のご担当者との情報連携も随時可能で
すので、今後ご要望があれば引き継いでまいります。

クラブ管理運営委員会 委員長　千葉愼二君

今年度は遠藤眞道さん、矢野敏夫さん、諏訪部照久さん、全
員パストが会長という強力な布陣で臨みました。
年度前半にはコロナ蔓延による休会や、後半には５０周年の
諸事業の準備のための予定変更など、年度当初に策定した
年間プログラムの変更が多い一年でありました。卓話者の皆
様には直前になっての中止や延期、再び中止など大変なご
迷惑をお掛けしました。しかし多くの皆様のご理解とご協力
のおかげで柔軟な対応をして戴き、無事に一年が過ぎようと
しています。心より感謝申し上げます。
当初１０人の予定の卓話が、結果として５人しか実施できず、
まだ卓話に登場していない新会員が多く残ってしまいました。
次年度で是非お願いをしたいところです。
一方で年度後半の出席率は、１月から５月第二週までの平均
で８９.４５％。ひそかに企んだ年間９０％の出席率の達成に望
みが繋がっています。結果は年度報告書を待つこととしましょ
う。一年間本当にありがとうございました。

ロータリ ー情報委員会 委員長　栗原達治君

前期はこれといった活動はできませんでした。前年度入会者
のうち、勉強会未参加者が、7名となっていましたので、4月20
日、故和田会員のお店で、会長・幹事・情報委員会3名、新会
員6名にて新会員研修会を実施しました。テキストは、前年度
鈴木委員長が改訂版を作製した「新会員のためのロータリ
ー情報」「神父と老婆の寓話」が掲載された昨年度の研修
会資料、そして「ロータリーの友」に掲載された、丸亀RC横
田龍男氏の記事「ロータリーを一言で説明すると」を使用し
ました。メイクアップとか、テーブル世話人とか、用語がよくわ
からなかったという新会員が多く、上記資料は、入会時に新
会員に渡すと同時に、周りの会員のケア、説明、なるべく早く
説明会を開催する必要を感じました。研修不参加の会員は1
名を残すのみですが、これからも会員が増加することを願
い、次年度に引き継ぎたいと思います。ご協力ありがとうござ
いました。



国際奉仕委員会 委員長　森崎祐治君

今年度は、未だコロナの影響を考慮せざるを得ない状況の
中でのスタートでしたが、早々の8月25日の職業社会奉仕委
員会と共に取り組んだ、ウクライナ支援チャリティーコンサート
は100席の満席の参加をいただきウエストサイズバンドほかの
皆さんの熱演により盛会裏に終えることが出来ました。
メイン事業の苗栗への交換中学生の派遣は10月に苗栗RC
からの受け入れ申し出がありましたが三島市、清水町の了解
が得られず今年度は断念せざるを得ませんでした。しかしな
がら3月の苗栗RC創立記念式典出席に関しては招待をいた
だき渡航の見通しもついたため参加者を募りお陰様で会員
ご家族他総勢23名で3月11日の式典に４年ぶりに出席するこ
とができました。また5月28日の当クラブ創立50周年記念式典
には苗栗ＲＣより14名の会員ご家族等のご出席をいただくこ
とが出来ました。そして次年度は台湾の中学生を受け入れる
ことで苗栗ＲＣと合意が確認されました。久々の中学生の受
け入れが次年度再開されることを期待します。
十分な活動の1年とは言えませんでしたがウイズコロナの中、
活動の実施に前進が見えた年であったと思います。
１年間皆さんありがとうございました。

ロータリー財団米山委員会 委員長　柴崎恵子君

[ ロータリー財団 ]
○年次寄付　前期　＄2600 後期　$1600
2620地区目標　寄付をしていない会員を０にする目標にご
協力をお願い致します。
○ベネファクター
後期に花房孝光会長より$1000の寄付を頂きました、地区目
標が達成できました。花房会長有難うございました。
ベネファクターとして認証されました。
○地区補助金
ロータリー財団より地区補助金￥300,000 いただきました。新
型コロナウイルスの影響で苗栗との交換研修中学生の派遣
事業は中止となりました。ロータリー財団より派遣計画変更が
許可され、地区補助金とクラブからの資金￥665,760で熱海
市の介護老人保険施設「茶の花」に車椅子３台寄贈いたし
ました。
[ 米　山 ]
○ロータリー米山記念奨学会への寄付
前期　￥270,000 後期　￥210,000
ご協力有難うございました。
○米山梅吉記念館賛助金としてクラブ予算から
￥165,000納入いたしました。
内訳　賛助会費￥3,000(年会費)×５５名

50周年実行委員会 委員長　室伏勝宏君

森崎祐治前会長の基本方針「みんなでつくる５０周年」を花
房孝光会長が引き継いで、各委員長を中心に進めて頂き、全
員参加の５０周年となりました。皆様のご協力に感謝いたしま
す。当初懸念していました全会員の投稿も漏れなく集まり、全
員参加の集合写真も修正は加えたものの撮り終えました。５
０周年記念誌はまさに全員参加の記念誌です。完成が楽し
みです。

IM実行委員会 委員長　矢岸克行君

会員各位の協力で、無事開催することが出来ました。私事で
すが、私自身が体調が思わしくなく、副委員長を柱として若い
会員の皆様が実行委員として大活躍をして頂きました。

50周年　総務企画委員会 委員長　千葉愼二君

一年延期され、この５月に仕切り直すことが決まってから、亥
角前委員長から委員長を引き継ぎました。矢野さんと亥角さ
んに副委員長をお願いし、芦川さん、遠藤（正）さん、川名さ
ん、椙山さん、橋本さん、森崎さんの９名の体制で臨みまし
た。ご来賓・招待者のお名前を間違えたり幾つか反省すべき
段取り不足もありましたが、多くの方々のご協力を仰ぎ、何と
か式典・祝賀会・二次会が終了してホッとしています。まだ残
務が残っていますが、委員会の方 を々はじめ、ご協力を戴い
たすべての方々に心より感謝申し上げます。

職業・社会奉仕委員会 委員長　加藤憲勝君
活動報告
９月22日(木)　  チャリティコンサートへの参加
10月16日（日）　見晴フェスティバル中止に伴い飲料の寄付
10月29日(土)　 ポリオ撲滅募金運動への参加
５月13日(土)　  青少年のためのONステージへの参加
６月３日(土)　  盲導犬の里富士ハーネスへの見学及び
　　　　　　　寄付総括
年度前半は文字通りコロナウイルス蔓延のために行動が制
限され、見晴フェスティバルも中止になり、ほとんど活動できま
せんでした。また年明けにはIM、苗栗RC公式訪問、50周年
の式典、記念事業とクラブ内が多忙を極め、ようやく６月３日に
富士ハーネスを訪問することができました。富士ハーネスの見
学と寄付は、職業奉仕の「事業所の見学」でもあり、社会奉仕
活動でもありますので、訪問出来て良かったと思います。会員
事業所の見学はぜひとも行いたい事業でしたが、実行するこ
とができず、残念です。

50周年　式典委員会 委員長　矢岸克行君

室伏実行委員長ありがとうございました。そしておつかれさ
ま。式典も無事に終えることが出来ました。協力してくれた会
員の皆様ありがとう。



（週報担当：森藤賢）

◆鈴木（郁）君、今年の春の叙勲で瑞宝双光章を受章いたし

ました。５月１２日に東京の国立劇場大劇場で伝達式があり、

その午後に皇居で天皇陛下に拝謁いたしました。

◆藤江君、三島市議会第７１代議長に就任いたしました。皆様

方からいただいたご支援の賜物と感謝申し上げます。これか

らも「みんなに公平か」「みんなのためになるかどうか」を胸に

公平中立の立場で頑張ります。宜しくお願い致します。ありが

とうございました。

◆須田君、先日「サンデー毎日」という週刊誌のインタビューを

受けました。私の会社が、業界では世界的に有名なスウェ

ーデンのABBという会社と直接取引をしているという話を聞

いたのでその経緯や苦労話など聞かせてほしいという申し

出がありました。インタビューを受けると、先方の話の聞きだ

し方もうまく私も饒舌になり２時間近くしゃべりました。その結

果、当初１ページの予定でしたが納まりきらず２ページになっ

てしまい、掲載料も７８万円かかるという話になりました。うまく

乗せられてしまった感じもあるのですが、会社にとってもある

意味宣伝になるだろうということで、このような形になりました。

よろしかったらご覧ください。

◆関本（照）君、今回企画した、朝霧ジャンボリーGCでのヨネッ

クス、レディースゴルフトーナメントも成功裏に終わることが出

来ました。テレビ放映も今年から女子プロ協会が、アジア各

国と同時放映権契約を結んだので日本の朝霧ジャンボリー

での競技は、きれいな富士山とゴルフ場が映し出され、大き

な反響を呼んだと思います。久しぶりに緊張の毎日でした

◆記念事業委員会、先日ルアゾーブルで記念事業委員会の

慰労会を行いました。当日は持ち込みのおいしいワインを飲

みながら、反省を含めて上から下までの話で盛り上がりまし

た。残金をスマイルします。

◆室伏君、５０周年無事終了、残すは記念誌の完成です。全

会員の御協力に感謝いたします。

◆ゴルフ同好会、第８回花房年度ゴルフコンペを5月26日（金）

伊豆大仁カントリークラブにて開催しました。優勝 仲田さん、

準優勝 前田房江さん、３位 室伏さんでした。次回は6月25

日（日）函南ゴルフ倶楽部にて開催します。

新しい50年へ　選択と集中を

50周年　記念事業委員会 委員長　鈴木郁夫君

記念事業委員会は藤江さん、木村さん、加藤さん、秋山さん、
私と、特別委員として室伏実行委員長の６人で活動いたしま
した。
記念事業が１年延期する中でなるべくたくさんの方のご意見
を聴こうという事で「子供たちの未来のために　今までも・こ
れからも」という創立５０周年のテーマに沿って、アンケートを
実施しました。通常の三島市や清水町、ロータリー関係団体
への寄付に加えて、アンケートの中で比較的多かった、講演
会とイベント。この2つを組み合わせ記念事業にするというこ
とを委員会で決定しました。
５月１３日の土曜日に三島市民文化会館大ホールで「青少年
のためのＯＮステージ」となづけまして、記念事業を行いまし
た。イベントについては、沼津飛龍高校和太鼓部、三島北高
箏曲部、日大三島放送部、清水町のキッズラボ、Ｃｈｅｅｒｓ　Ｆａ
ｃｔｏｒｙに出演していただきました。また講演会は花まる学習会
代表の高濱正伸氏による「これからの時代の子育て　学力
を超える大切な力とは」という演題で教育講演会を行いまし
た。
また５０周年という節目のこの機会に、西クラブのことを宣伝
し、広く知っていただこうということで５月５日の子供の日に静
岡新聞最終面１面にデザイン広告を掲載しました。この広告
のデザインは秋山さんに製作していただきましたが、ちょうど
市会議員選挙と時期が重なり大変ご苦労を掛けたので、藤
江さんと秋山さんお二人が当選されて、ホッと致しました。
会員の皆様のご協力のおかげで記念事業も無事に終了い
たしましたが、事業の内容は評判が良かったようなので、もっ
と多くの方に聞いていただけるような努力が不足していたか
なと感じています。

50周年　記念誌委員会 委員長　野田和秀君

１，記念誌の刊行は当初予定では６月末でしたが、現在の
見込みでは７月中旬になりそうです。
２．５０周年記念誌の扱いについて節目の５０周年ですの
で、過去の在籍会員にも声掛けして、希望者には供与す
ることに同意を頂くと共に、後日声掛けについてもご助力
をお願い致します。新会員勧誘の際にもご利用いただけ
れば幸いです。

50周年　祝賀委員会 委員長　栗原達治君

委員長・副委員長がともに親睦一座に出演することになった
ため、西川さんをはじめとする委員の方々にはご迷惑をおか
けしました。室伏実行委員長をはじめ、総務企画委員会及
び、全会員の皆様には、大変ご協力をいただき、ありがとうご
ざいました。おかげさまで、楽しい祝賀会・二次会ができまし
た。深く感謝いたします。

50周年　渉外委員会 委員長　佐野宏三君

苗栗、酒田東ロータリーの会員は、懇親会での演劇、楽器演
奏者の全員が当クラブに所属する会員と知り驚いていまし
た。酒田東の会員より「三島西ロータリーは纏まっていて、芸
達者な人も多く楽しいクラブだね」と、お褒めの言葉をいただ
きました。苗栗と酒田東は以前姉妹クラブを締結していました
が、ここ10数年行き来が無くて自然消滅の状態です。ただ酒
田東のホームページには、今も苗栗が姉妹クラブと掲載され
ています。懇親会でお互いに酒を酌み交わし、徐々に友好
ムードが高まって来ました。これを機会に両クラブが再締結ま
で進む事を願っています。また当クラブのゴルフ同好会も酒
田に遠征してはどうでしょうか。「鉄は熱い内に打て」です
最後に渉外委員の皆様に、観光の引率や三島駅での出迎
え、ホテルへの誘導等全員が活躍して頂き感謝いたします。
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